
3ITUジャーナル　Vol. 32 No. 8（2002, 8）

内海ITU事務総局長 

（2002年6～7月） ジュネーブ便り ジュネーブ便り ジュネーブ便り 
各関係者からWSISへの期待なども聴取できる良い機会となりま
した。さらに、アナン国連事務総長とも面会し、各国政府の思惑
が錯綜する国連サミットの運営の難しさを十分に承知しているア
ナン事務総長から、WSISの運営についてさまざまな助言をいた
だきました。

6月21日、25日　WSIS政府間暫定ビューロー 会合（ジュネー
ブ、スイス）

WSIS準備会合（Prepcom）を目前に控え、Prepcomへの民間
セクター等の参加の在り方や会議のルールなどについて、事前に
可能な限り調整するためにビューロー会合を開催しました。しか
しながら、WSISは政府間によるサミットだと認識している政府
メンバーと、情報社会で中心的な役割を果たす民間やユーザーの
意見を多く取り入れるべきだと認識している政府メンバーの見解
の違いは大きく、すべてを合意するまでには至りませんでした。

WSISが、各国の関心を集めるにつれて、各国からのコメント
も増え、厳しい調整が繰り返されています。

7月1～5日　第1回WSIS準備会合（Prepcom 1）（ジュネーブ、
スイス）

2003年および2005年に開催される世界情報社会サミット
（WSIS）の第1回準備会合を各国政府、民間セクター、NGOな
どから約1000名の出席者を集めて開催しました。ITUならびに国
連でWSISを開催することが決議されて以来、初めて開かれる準
備会合ですので、WSISへの政府以外からの提案や出席者をどの
ように扱うのか、WSISで議論すべきテーマをどのように決定す
るかなど、WSISのフレームワークをつくり上げることが目的と
なりました。
民間セクターやNGOからの参加に慎重な政府もあったことか
ら、議論は難航しましたが、民間セクターの果たす役割が考慮さ
れ、民間セクターの意見がWSISに反映できるルールになりまし
た。
また、WSISで扱うべきテーマについて、各国から見解が発表
されました。セキュリティー、E-govrnment, E-learning, E-inclu-
sion、情報の自由な流通、情報リテラシー、ローカルコンテント
など広範囲にわたるテーマ案が出されました。特に、デジタル・
デバイド解消への関心は高く、文化や言語の多様性に考慮しつ
つも、開発問題を中心に議論するべきとの意見が多く出されまし
た。今回の第1回準備会合で、WSISのテーマを決めることはせ
ず、第2回準備会合までに各関係者の意見を聞きつつテーマの絞
り込みを続けていくこととなりました。
第2回準備会合は、来年春ごろに開催する予定です。

7月10～12日　第5回ラテンアメリカ電気通信規制体（REGU-
LATEL）およびラテンアメリカ電気通信産業投資センター
（AHCIET）共同サミット（ドミニカ共和国）
ラテンアメリカ諸国の規制機関と民間セクターが集まる同会議
に招待を受けました。オープニングの挨拶を行うとともに、電気
通信の規制事項に関するITUの活動や今後の予定などについて
プレゼンテーションを行いました。同会議では、電気通信の世界
においてラテンアメリカのプレステージを上げようとする意気込
みが感じられました。
また、この機会にメヒーア、ドミニカ共和国大統領から、これ
までのITUとドミニカ共和国との友好関係に配慮いただき、勲章
（ドゥアルテ・サンチェス・メジャ功労勲章・大十字銀賞）を受
けました。

◎内海総局長から

こちら、ジュネーブでは、世界情報社会サミット（WSIS）に
向けて盛り上がっています。各国代表部の大使たちが参加し、何
度も準備会合（Prepcom）のための準備会議を開いています。外
交官たちは、ITUの会議に出席する専門家とはまた違う価値観か
ら大変微細なことまで議論しており、今まで知らなかった国際社
会の新たな一面を経験しています。この会議では、大変優秀な、
しかし、特異な価値観の小国出身の、地位の低い女性書記官に
無理難題を言われ、超一流国の大使たちが翻弄されていて、情
報社会サミットの本来の目的から逸脱しつつあることは、腹立た
しい限りですが、国家の力ではなく、個人の力でも、外交が動く
ということも思い知らされました。まだまだ勉強しなければなら
ないことが多すぎる世界です。

◎6～7月の事務総局長の主な動向
6月11日　ITU職員の表彰（ジュネーブ、スイス）
例年、ITU内で優秀な職員を表彰しています。今回は、年10
回ITUが各メンバーに向けて発行している『ITU News』の担当
者と、いくつもあるITUの会議を滞りなく運営している会議部の
担当者を表彰しました。

6月13～14日　アラブ連盟電気通信大臣会合（マラケシュ、モ
ロッコ）

22カ国のアラブ諸国で構成されるアラブ連盟の電気通信大臣
会合が、マラケシュで開催されました。9月に開催されるITU全
権委員会議、来年に開催されるITU世界無線通信会議および世
界情報社会サミット（WSIS）に向けて、アラブ諸国の意見調整
が行われました。アラブ諸国のなかでは、競争政策を導入したこ
とで携帯電話の普及に成功している国もあり、電気通信インフラ
普及のために政策が果たす役割の重要性が認識されています。
アラブ諸国は、ITUを通じた電気通信の国際関係を重要視し
ていて、9月にアラブ諸国のなかで初めて開催されるITU全権委
員会議（モロッコ）の成功が期待されています。

6月17～19日　開発のためのICT国連総会（ニューヨーク、米
国）

WSIS、国連ICT TaskForce、G8 Dot Forceなどデジタル・デ
バイドに関する地域や国際レベルでの活動の一貫性および共同作
用を促進することを目的にして、国連総会が開催されました。オ
ープニングスピーチにおいて、私からは、情報社会の到来により
世界の経済活動に個人レベルで参加できたり、また、産地や製造
者から消費者にダイレクトに商品が配達できるなどスケールや地
理的な障害が取り除かれ、産業革命以上のインパクトがあること
を指摘し、各関係者が受益できるWin-Win situationを目指して、
各国政府ハイレベルによる政治的コミットメントを作成すべきで
あることを説明しました。
当国連総会では、日本政府の松浪外務政務官をはじめ50数カ
国の代表が、ステートメントを発表し、途上国への開発支援を考
慮したICTの普及、政府だけではなく民間セクターや市民団体な
ど各関係者を含めてICTの普及を進めていくべきなどの意見が表
明されました。この数年、デジタル・デバイドの解消を目的にし
た行動が進められていますが、議論が複雑になるばかりで、具体
的な効果が見えてこないことへのいらだちを表明する国も一部に
あり、議論ではなく行動が求められていることをあらためて認識
しました。
また、当国連総会期間中には、民間セクターなどの専門家に
よるパネルディスカッションやワーキングランチなども開催され、


